
Ｎ０．３３９ 佐 井 村 村 民 憲 章

１。学ぶ意欲をもち、知性と良識の

あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ
明るく楽しい村をつくります。

１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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絛
笄
中
鼕
校

韜
念
虞
翕

佐
井
中
学
校
（
川
端
亜
喜
男
校

長
、
生
徒
百
七
人
）
校
舎
改
築
落

成
・
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
を

十
一
月
九
日
、
同
校
体
育
館
で
、

半
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
新
校
舎
で
の
新
た
な
門
出
を

祝
い
ま
す
。

校
舎
老
朽
化
に
伴
う
改
築
工
事

は
、平
成
七
年
六
月
か
ら
始
ま
り
、

平
成
八
年
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

佐
井
中
学
校
は
、
村
の
中
心
校

と
し
て
勉
学
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

部
活
動
に
も
着
実
に
伝
統
を
築
き
、

今
春
ま
で
に
三
千
九
百
六
十
九
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

歴
代
校
長
、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

の
感
謝
状
受
賞
者
は
次
の
方
々
で

す
。
（
敬
称
略
）

歴
代
校
長

佐
々
木

陽

一

扇

野

保

野

坂

郁

雄

川

端

亜
喜
男

歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

渋

田

昌

平

内

田

信

義

瀬

原

達

雄

松

谷

幸

一

佐
々
木

寛

昭

田
名
部

久

渋

谷

三
佐
男

旧 校 舎

昭２２．４ 新学制実施により、名称を佐井村立佐井中学校として

創立開校 佐井小学校校舎の一部使用

昭２５．８ 現在地に校舎落成

昭２９．４ 磯谷・牛滝・福浦・長後各分校独立

昭３２．１１ 校歌・校旗制定・創立１０周年記念式典

昭３６．１２ 野鳥観察記録が文部大臣賞受賞

昭３７．几１ 理科室・音楽室増築

昭４１．１２ 技術・家庭科室・岩石園完成

昭４２．１１ 創立２０周年記念式典

昭４４．９ 全日本吹奏楽コンクール青森県大会 Ｃクラスの部 １位

昭５２．４ 文部省体力つくり校に指定

昭５２．１０ 創立３０周年記念式典

昭５５． ４ 青森県教委指定・基礎学力研究協力校

昭５６． ７ 県中体連夏期大会陸上競技 学校対抗女子第２位

昭５６．１０ 全国保健体育優良校として受賞

昭５６・１２ 体育館完成

昭５９． ４ 県、小・中学校連携教科指導研究推進指定校

昭５９． ８ 東北中学校陸上競技大会 男子総合第３位

昭６０． ９ 全日本吹奏楽コンクール青森県大会 Ｃクラスの部 金賞

昭６１． ８ 東北中学校卓球大会 女子団体５位

昭６２．１ 県中学校新人卓球大会 女子団体準優勝

昭６２／１（） 学校保健統計で文部大臣賞受賞

昭６２．１１ 創立４０周年記念式典

昭６３．１ 県中学校新人卓球大会 男子団体優勝

昭６３． ８ 東北中学校卓球大会 男子団体２位

昭６３． ８ 全国中学校卓球大会 男子団体決勝進出（優秀校）

昭６３．１１ ＮＨＫ杯卓球選手権大会 男子団体優勝

平元・８ 全日本吹奏楽コンクール青森県大会 Ｃクラスの部 金賞

平 ３． ９ グランド大改修

平 ５．１ 県中学校新人卓球大会 男子団体優勝

平 ５． ８ 東北中学校卓球大会 男子団体・女子個人戦出場

平 ７． ４ ボランティア活動推進指定校

平８． ２ 校舎増改築工事完了

平８．８ 全日本吹奏楽コンクール青森県大会 Ｃクラスの部 金賞

平９．１１ 校舎改築落成記念・創立５０周年記念式典



わいどの広場

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

と
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
集
落
排
水
処
理
施
設
（
下

水
道
）
が
完
成
し
、
九
月
二

十
六
日
通
水
式
と
祝
賀
会

が

行
わ
れ
ま
し
た
。
下
水
道
施

設
は
、
む
つ
下
北
地
方
で
は

は
じ
め
て
の
も
の
で
、
生
活

環
境
改
善
や
海
の
汚
れ
を
防

ぎ
、
漁
業
振
興
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
村
で

は
現
在
、
福
浦
地
区
、
長
後

地
区
で
も
工
事
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
、
磯
谷
地
区

や
本
村
地
区
な
ど
も
順
次
、

整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

九
月
二
十
九
日
か
ら
古
佐

井
共
済
会
館
で
佐
井
小
学
校

五
・
六
年
男
子
児
童
が
神
楽

の
打
ち
習
い
を
し
ま
し
た
。

毎
年
、
学
習
発
表
会
に
向

け
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地

域
の
方
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
る
、
貴
重
な
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
子
ど
も
た
ち
が
、
中

学
生
に
な
る
と
、
正
月
神
楽

や
祭
典
中
の
ま
ち
振
り
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
、
い
つ
に
な
く
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

『
初
め
て
乗
っ
た
よ
。
』

消
防
自
動
車
が

十
月
十
六
囗
、
牛
滝
保
育

所
で
消
防
分
署
の
指
導
で
避

難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

非
常
ベ
ル
が
鳴
り
響
く
中
、

子
ど
も
達
は
手
で
囗
を
覆
い

緊
張
し
な
が
ら
避
難
所
へ
避

難
し
ま
し
た
。

最
後
に
子
ど
も
達
は
消
防

自
動
車
に
乗
っ
て
、
マ
イ
ク

を
片
手
に
地
区
の
方
々
に
「
火

の
用
心
」
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
で
、

防
火
意
識
が
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

十
月
十
一
囗
、
佐
井
村
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

主
催
の
第
一
回
佐
井
村
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

コ
ー
ス
を
佐
井
小
学
校
体
育

館
に
変
更
し
た
も
の
の
、
村

内
外
か
ら
ハ
チ
ー
ム
三
十
五

名
の
参
加
が
あ
り
、
コ
ー
ス

の
中
で
出
さ
れ
た
佐
井
村
に

ち
な
ん
だ
問
題
を
解
き
な
が

ら
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

一
位｛

松
本

正
一
チ
ー
ム

ニ
位

福
田

仁
チ
ー
ム

三
位

金
沢
留
美
子
チ
ー
ム







～ あなたの声を行政に～

村
で
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
政
策
情

報
を
村
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
し
、
そ
れ

に
対
す
る
意
見
を
広
く
求
め
て
、
今
後

の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
行
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。

今
月
は
古
佐
井
薬
師
山
地
区
「
生
活

環
境
保
全
林
整
備
事
業
」
を
考
え
て
み

ま
す
。

県
で
は
、
平
成
九
年
度
よ
り
佐

井
村
の
古
佐
井
山
地
内
「
薬
師
山
」

を
県
営
薬
師
山
地
区
生
活
環
境
保

全
林
整
備
事
業
と
し
て
、
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
森
林
を
自
然
の

ま
ま
活
か
し
た
森
林
の
改
良
や
造

成
、
山
を
守
る
た
め
の
土
砂
の
流

出
や
崩
壊
を
防
止
す
る
と
と
も
に

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
村
民
に

快
適
な
憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
と
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
の
事
業
で
す
。

薬
師
山
は
、
古
く
か
ら
花
見
の

名
所
と
し
て
、
村
民
に
親
し
ま
れ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
事
業
に

よ
り
山
村
広
場
と
の
つ
な
が
り
を

も
た
せ
た
総
合
的
な
整
備
計
画
を

す
る
も
の
で
あ
り
事
業
期
間
は
、

平
成
九
年
度
か
ら
十
三
年
度
ま
で

の
五
ヶ
年
計
㈲
で
、
事
業
費
は
、

お
よ
そ
五
億
円
程
度
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

整

備

計

画

用

地

（
約

十

ヘ

ク

タ

ー
ル

）

の
山

林

は

、

ほ

と

ん

ど

が

長

福

寺

の
所

有

地

で

村

が
無

償

で

借

り

受

け

て

整

備

し

ま

す

。

県

の
事

業

計

画

は

次

の
と

お
り

で

す

。

①

治

山

施

設

整

備

と

し

て

（
防

火

貯

水

池

・
土

留

工

な

ど
）

②

森

林

の
造

成

と

改

良

と

し

て

（
野

鳥

の
森

、

花

木

の
森

、

果

木

の
森

、

薬

樹

の
森

な

ど
）

③

道

路

整

備

と

し

て

（
薬

師

山

管

理

車

道

、
遊

歩
道

）

④

休

憩

施

設

整

備

と

し

て

（
広

場

、
東

屋

、
公

衆

便

所

な

ど

）

又

、

村

が
行

う

事

業

と

し

て
、

次

の
と

お
り
計

画

さ
れ

て

い
ま
す

。

①

国

道

か

ら
薬

師

山

間

の

車

道

整

備

②

電

気

・
水

道

の

供

給
工

事

②

駐

車

場

の
整

備

な

ど

こ

れ

ら

の

施

設

が
整

備

さ

れ

た

後

の

薬

師

山

の
維

持

管

理

は

、

村

が
行

う

こ

と

に

な

り

ま

す

。

山
村
広
場
の
桜
並
木



県内の
生活環境保全林整備事業例

七 戸 町
東八甲田家族旅行村

上 北 町
小 川 原 湖

新 郷 村
間木ノ平グリーンパーク

薬
師
山
地
区
生
活
環
境
保
全

林
整
備
事
業
や
薬
師
山
の
活
用

方
法
及
び
利
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
葉
書
、

封
書
、
電
話
で
も
結
構
で
す
。

担
当

農
林
水
産
課
農
林
係

容
⑨
ｎ
／】１
１
１



こ
ん
に
ち
は
／
・

社

会

福

祉

協

議

会

で
す

（
第
二
十
三
号
）

こ
の
事
業
は
、
平
成
六
年
に
開

始
し
、
今
年
で
四
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
佐
井
村
で
生
活
し
て
い
る

一
人
暮
ら
し
の
老
人
や
老
人
夫
婦

世
帯
及
び
身
体
障
害
者
の
方
が
、

住
み
な
れ
た
自
分
の
家
で
健
康
的
・

自
立
的
な
日
常
生
活
を
お
く
れ
る

よ
う
に
、
ふ
れ
あ
い
を
図
り
な
が

ら
、
訪
問
時
に
安
否
の
確
認
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
利
用
対
象
者

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
の
方
、
夫
婦
の
み
の
世

帯
な
ら
び
に
身
体
障
害
者
の
方

○
実
施
日

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
週
三

旦

の
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
曜
日
の
指
定
は
ご
自
由

で
す
が
、
月
・
水
・
金
以
外
の
曜

日
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。

※
利
用
日
が
祝
日
の
場
合
（
高
齢

者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
休
館
旦

は
休
み
で
す
。）

○
利
用
料

一
食

四
五
〇
円

（
現
金
と
引
き
換
え
に
お
弁
当
を

お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の
都
度
、
領

収
書
を
発
行
す
る
た
め
、
月
払
い

は
で
き
ま
せ
ん
。）

こ
の
事
業
は
、
平
成
八
年
度
ま

で
は
、
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

の
指
定
事
業
と
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
平
成
九
年
四
月
よ
り
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
運
営
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
利
用
者
は
、
圜
佐
井
の
方
が
ほ

と
ん
ど
で
す
が
、
佐
井
村
に
住
ん

で
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
老
人
や
老
人
夫
婦
世
帯
及

び
身
体
障
害
者
の
方
な
ら
ど
な
た

で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
住
民
福
祉
課
、

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福祉入門（ふれあい）
敕 室

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
佐
井

診
療
所
の
中
村
先
生
を
講
師
に
、

「
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
と
住
民

の
役
割
」
と
題
し
て
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
日

時

平
成
九
年
十
一
月
十
七
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

○
会

場

福
浦
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

「
お
年
寄
り
の
た
め
の
保
健
・
医

療
・
福
祉
」
の
ビ
デ
オ
上
映
を
併

せ
て
行
い
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
所
は
、
住
民
の

日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に

応
じ
、
適
切
な
助
言
、
援
助
を
行

っ
て
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
社
会

福
祉
協
議
会
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

悩
み
や
心
配
ご
と
を
も
つ
人
な

ら
ば
誰
で
も
ど
ん
な
事
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

例
え
ば
・
・

。

「
住
宅
改
造
」
「
家
族
問
題
」

「
財
産
管
理
」
「
老
人
福
祉
」

「
苦
情
」
「
人
権
・
法
律
」

な
ど
相
談
者
の
立
場
に
な
っ
て

問
題
解
決
に
ご
協
力
し
ま
す
。

相
談
員
は
次
の
方
々
で
す
。

・
福
田

梅
吉

・
館
脇

敏
雄

・
山
本

正

・
中
村

立
二

・
奥
本

道
也

【
相
談
日
】

毎
週
水
曜
日

（
午
後
一
時
～
四
時
ま
で

【
場

所
一

佐
井
村
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ

【
料

金
一

無
料

奈
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。



保 健 碌

だ` よ リ

妊婦さんの味方

母 親 教 室

昨
年
佐
井
村
で
生
ま
れ
た
赤
ち

ゃ
ん
は
二
十
二
人
。
生
ま
れ
る
子

ど
も
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
妊
婦
同
士

が
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
情
報
交

換
し
た
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
た

り
す
る
場
も
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
と
い

う
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
初
め
て
お
産
を
経

験
す
る
方
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

や
不
安
な
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
。

こ
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
方
の
不

安
を
少
し
で
も
解
消
し
よ
う
と
、

村
で
は
「
母
性
意
識
を
高
め
、
知

識
を
得
る
こ
と
、
ま
た
妊
婦
同
士

の
情
報
交
換
、
仲
間
づ
く
り
の
場

と
な

る
こ
と
」
を
目
的
に
、
”母

親
教
室
”
を
行
っ
て
い
ま
す
。

奇
数
月
ご
と
に
年
六
回
、
三
回

の
受
講
で
一
ク
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
内
容
は
妊
娠
体
操
や
沐
浴

な
ど
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児
ま

で
、
お
話
し
や
実
習
・
相
談
を
含

め
て
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
は
内

容
に
よ
り
、
助
産
婦
・
栄
養
士
・

保
健
婦
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
相

談
ご
と
に
も
専
門
的
な
方
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
教
室
に
参
加
で
き
る

の
は
母
親
と
な
る
方
だ
け
で
は
な

く
、
育
児
に
関
わ
る
父
親
、
お
ば

あ
さ
ん
、
お
じ
い
さ
ん
な
ど
も
参

加
で
き
ま
す
。

母
親
教
室
は
今
月
の
六
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
に
は

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
妊
婦

さ
ん
だ
け
で
な
く
家
族
の
方
で
も

興
味
を
も
た
れ
た
方
は
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

二
纛
六
ヶ
月
児

歯
科
検
診

む
し
歯

・ｔｆ口

佐藤 僚太くん
（原 田）

近
ご
ろ
、
村
内
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
ご
み
の
不
法
投
棄
が
見
ら
れ

ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
観
光
地

で
あ
る
佐
井
村
の
景
観
を
著
し
く

損
ね
、
ひ

い
て
は
村
の
生
活
環
境

の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
個
人
の
所
有
地
に
あ
っ

て
も
ご
み
の
放
置
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

※

不
法
投
棄
は「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
よ
り
厳
重
に
罰
せ
ら
れ
ま

す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

佐

井

村

ご
み

焼

却

場

は

施

設

の

老

朽

化

に
よ

り

、

十

一
月

十

三

日

か

ら
十

一
月

二

十

二

日

ま

で

補

修

工

事

を

行

い
ま

す

。

ま

た
、

最

近

回

収

ご
み

の
中

に

村

で
収

集

す

る

ご
み

と

し

て

は

処

理

で
き

な

い
物

の
混

入

や
悪

臭

を

放
つ

物

が
出

さ
れ

て

い
ま
す

の

で
、

次

の
こ

と

を

守

っ

て

ご
み

を

出

し

て
く

だ

さ

い

。

１

．

腐

り

や
す

い
物

は

き

ち

ん

と

密

閉

し

て

出

す

。

２

．

ご
み

の
収

集

日

は

守

っ
て

出

す

。

３

．

ご
み

が
散

乱

し

な

い
よ

う

に
す

る

。

４

．

乾

電

池

、

蛍

光

管

、

体
温

計

は

購

入

店

で

引

き

取

っ

て
も

ら
う

よ

う

に

す

る
。

５

．

補

修

工

事

期

間

中

、

ご
み

の
収

集

は

通

常

ど

お

り

行

い
ま

す

が
、

腐

り

に

く

い

ご
み

は

な

る

べ
く
工

事

期

間

を

避

け

て

出

す

よ

う

に

し

て

く

だ

さ

い
。

問

い
合

わ

せ

先

住

民

福

祉

課

保

健

衛

生

係

昔
⑩

り【
】１

１

１



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日
ま

で
の
期
間
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
生
徒
た
ち
が
登
校
す

る
主
な
通
学
路
の
危
険
箇
所
で
街

頭
指
導
を
行
い
、
朝
の
あ
い
さ
つ

彑

父
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

磯
谷
地
区
で
は
九
月
三
十
日
に

マ
ス
コ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
戦
を

行
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
「
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
」
の
呼
び
か
け
と
、

安
全
運
転
の
お
願
い
を
し
て
母
の

会
で
作
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
と
、
交

通
安
全
の
チ
ラ
シ
を
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
見
て
、
小
中
学
校
の

生
徒
さ
ん
が
感
想
文
を
書
い
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん

母
の
か
い
の
み
な
さ
ん
へ

佐
井
小
一
ね
ん

お
お
た

あ
や

あ
さ
は
や
く
か
ら
、
わ
た
し

た
ち
が
が
っ
こ
う
に
い
く
と
き

に
、
く
る
ま
か
ら
ま
も
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
こ
う
つ

う
じ
こ
で
け
が
を
し
た
の
を
み

る
と
、
い
た
そ
う
で
か
わ
い
そ

う
で
す
。
わ
た
し
た
ち
も
じ
て

ん
し
や
に
の
る
と
き
や
、
ど
う

ろ
を
わ
た
る
と
き
は
、
み
ぎ
ひ

だ
り
を
み
て
き
を
つ
け
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
て

磯
谷
小

六
年

千

船

泰
斗

ぼ
く
は
九
月
三
十
日
に
交
通

安
全
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

道
路
の
わ
き
に
立
っ
て
、
た
す

き
を
か
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

み
な
さ
ん
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
加
し
て
み
て
か
ん
じ
た
こ

と
は
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
は
大
切
だ
な
あ
と
思
っ
た
こ

と
で
す
。
最
近
交
通
事
故
で
な

く
な
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
み
ん
な
が
生
き
て
い

く
た
め
に
、
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
て

磯
谷
中

一
年

福
田
奈
津
子

私
は
ふ
だ
ん
、
あ
ま
り
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
人
を
見

か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
交

通
安
全
運
動
の
期
間
中
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

交
通
安
全
運
動
を
し
て
い
る

か
ら
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
し
め
た

り
、
速
度
を
守
る
の
で
は
な
く
、

車
に
乗
る
人
は
い
つ
で
も
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
感
想
文
か
ら
も
子
供
た
ち

の
心
に
交
通
安
全
意
識
の
気
持
ち

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、

将
来
は
立
派
な
交
通
社
会
人
に
な

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

び

と
り
ご
と
じ
ゃ
な
い

わ

が

家

の

た

め

に

交

通

安

全

”

いきいきシルバー交通安全強調月間

１１月１日（土）～１１月３０日（日）

『見 か け よ り 車 は 速 く 身 は 遅 い
』

運動の重点
１ 高齢者の交通安全に関する県民の意識啓発

２ 高齢者に対する交通安全教育の推進
３ 高齢運転者の交通事故防止



駐
在
所
だ
よ
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ＴＥＬ３８－２２１８

高 齢 運 転 者 講 習
むつ・下北自動車学校

安

全

運

転

誓

う

（
九
月
二
十
二
日
実
施
）

犯

罪

捜

査

に

ご

協

力

を

／

’

平

成
九

年
六

月
末

現
在

、
全

国

の
警

察
か

ら
指

名
手
配

さ
れ
て

い

る
者

は

、
警
察

庁

が
地
下

鉄
サ

リ

ン
事

件

な
ど

で
特
別
手

配

し
て

い

る
オ

ウ
ム
真

理
教

関
係
者

三
人

を

は

じ
め
と

し

て
、
二

、
七

四
五

人

に
上

っ
て

い
ま
す

。

こ

れ
ら

の
者
は

殺
人

、
強
盗

な

ど
の
凶
悪

事

件
、
暴

行

・
傷
害

等

の
粗
暴
事

件

、
窃

盗
事

件
、
詐

欺

横

領
等

の
知

能
事

件
な

ど
に

関
し

手
配

さ
れ
て

い

る
者
で

、
再

び
犯

行

を
繰

り
返

す
お

そ

れ
が
あ

り
、

早

期

に
検

挙

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
者

ば
か
り

で
す

。

そ

の
た
め

、
警

察
で

は
全

国
警

察

の
総
力

を

挙

げ
て
追

跡
捜
査

を

行

い
、
こ

れ
ら
犯

罪
者

の
早
期

検

挙

を
図

っ
て

い

る
と
こ

ろ
で

す

。

指
名
手

配

犯
人

に
よ

く
似

た
人

を
見

か
け

た
な

ど
、
ど

ん
な

さ
細

な
こ
と

で
も

結
構

で
す

の
で

警
察

に
通

報
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま

す
。

◆

被
害

に

あ
っ

た
ら
届

け
出

を

／

◆

「
事

件

か
な
」

と
思

っ
た

ら
迷

わ

ず
一

一
〇
番

を

／・

◆

犯

罪
に

つ

い
て
知

っ
て

い
る
こ

と

は
積

極
的

に
通
報

を

／・

◆

聞

込
み

捜
査

に

ご
協

力

を
／・

あ

な
た

の
一
言

が
難
事
件

解

決

の
鍵

と
な

る
の

で
す

。

警 視 庁 特 別 手 配

菊地 直子 平田 信 高橋 克也

事
故

’
（
十

月

十

日

現

在

）

●
九
月
仙

曼

ダ

佐
井
三

笠

（
忍

び
込

み
）
事
件

が
連
続
発
生
、
十

月
一
日
、
犯
人
を
逮
捕
検
挙
。
現

在
、
余
罪
捜
査
中

。

●
九
月
十
三

日
午
後
、
役
場
前
交
差

点

て
直
進
車
に
右
折
車

が
衝
突
す

る
出
合
頭
事
故
発
生

、
ヶ
が
な
し
。

●

九
月
二
十

一
日

ご
二
十
日
の
深
夜
、

仏
ヶ
浦
休

食
所

に
泥

棒
入

る
。

●

十
月

六
日
午
前
、
川
目

・
佐
井
線

で
、
横
断
し
よ
う

と
し

た
お
年
寄

り
が
直
進
し
て
き
た
車
と
接
触
、

前
額
部
軽
傷
の
人
身
事
故
発
生

。

過
積
載
や
め
よ
う

今
年
も
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

本
県
に
お
い
て
は
カ
モ
類
は
十
一

月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
狩
猟
鳥

獣
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日
か

ら
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
狩
猟
に
よ

る
事
故
や
違
反
が
絶
え
ず
、
死
者

や
負
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
原
因
は
、

☆
斜
面
で
転
倒
し
た
際
の
暴
発

☆
発
射
方
向
の
安
全
不
確
認

☆
獲
物
と
間
違
っ
て
の
誤
射

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
基
本
事
項
を
確
認
し

違
反
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
楽
し
い
狩
猟
に
し
て
く
だ
さ
い
。



戦

没

者

等

遺

族

の

方

べ

お

知

ら

せ

Λ
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
∇

●

平
成
七
年
四
月
一
日
に
お
い

て
、
遺
族
の
中
に
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
を
有
す

る
者
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没

者
等
の
死
亡
当
時
に
三
親
等
内

で
あ
っ
た
遺
族
の
方
に
、
特
別

弔
慰
金
と
し
て
、
額
面
四
十
万

円
、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

●

請
求
は
平
成
十
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
庁
国
保
援
護
課

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

印

三
鑑

登

録

替

夊

｝

お
済
み
で
す
か

印
鑑
登
録
事
務
の
電
算
化
に
伴

い
、
村
民
の
み
な
さ
ん
に
は
平
成

九
年
四
月
十
五
囗
か
ら
登
録
替
え

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
約
八
百
二
十
名
の
方
が
手

続
き
を
終
え
て
い
ま
す
。
登
録
替

え
の
期
間
は
平
成
十
年
二
月
十
五

日
ま
で
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
手
続
き
の
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
本
人
が
来
る
場
合

印
鑑
と
印
鑑
手
帳
を
持
参
く
だ

さ
い
。
（
手
続
き
は
五
分
程
度
で

終
わ
り
ま
す
。）

・
代
理
人
の
方
が
来
る
場
合

印
鑑
と
印
鑑
手
帳
、
及
び
代
理

人
の
印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
に
基
づ
い
て
照
会
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
の
回
答
書

を
代
理
人
が
持
参
し
、
再
度
役
場

へ
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
手
続

き
が
複
雑
に
な
る
た
め
多
少
日
数

が
か
か
り
ま
す
。）

な
お
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

靡

育

淅

入

贈

県

蓆

募
集
し
ま
す

佐
井
村
保
育
所
及
び
佐
井
村
へ

き
地
保
育
所
（
牛
滝
）
で
は
、
平

成
十
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

募
集
し
ま
す
。

保
育
所
は
、
児
童
の
保
護
者
、

特
に
母
親
が
就
労
、
病
気
、
病
人

の
看
護
な
ど
の
理
由
で
家
庭
内
保

育
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合
、
保

護
者
に
代
わ
っ
て
保
育
す
る
施
設

で
す
。

入
所
基
準
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

Ｏ

「
家
庭
外
労
働
」
母
親
が
家
庭

外
の
仕
事
が
主
な
た
め
、
家
庭

内
保
育
が
で
き
な
い
。

Ｏ

「
家
庭
内
労
働
」
母
親
が
内
職

な
ど
、
家
事
以
外
の
仕
事
が
主

な
た
め
、
十
分
な
家
庭
内
保
育

が
で
き
な
い
。

Ｏ
「
母
親
が
出
産
・
病
気
」
母
親

が
出
産
の
前
後
で
あ
っ
た
り
、

病
気
な
ど
の
た
め
、
十
分
な
家

庭
内
保
育
が
で
き
な
い
。

Ｏ
「
病
人
の
看
護
」
家
庭
内
に
病

人
が
い
て
母
親
が
看
護
に
あ
た

っ
て
お
り
、
十
分
な
家
庭
内
保

育
が
で
き
な
い
。

○
佐
井
村
保
育
所

○
受
付
期
間

平
成
九
年
十
一
月
四
日

～
平
成
九
年
十
二
月
三
日

○
受
付
場
所

佐
井
村
役
場
住
民
福
祉
課

佐
井
村
保
育
所

※
保
育
所
の
定
員
は
九
十
名
で

す
が
、
入
所
希
望
者
は
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
三
歳
未
満
児
の
入

所
希
望
者
は
、
受
付
期
限
を

厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

○
佐
井
村
へ
き
地
保
育
所

○
入
所
対
象

・
牛
滝
地
区
在
住
者

・
三
才
以
上
か
ら
就
学
児
童

（
小
学
校
三
年
生
ま
で
）

○
受
付
期
間

平
成
九
年
十
一
月
四
日

～
平
成
九
年
十
二
月
三
日

○
受
付
場
所

佐
井
村
役
場
住
民
福
祉
課

佐
井
村
へ
き
地
保
育
所

※
「
保
育
所
入
所
申
請
用
紙
」
は

受
付
場
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
福
祉
課

昔
⑨
ｎ
乙
１
１
１

艢

低

賃

金

改
正
さ
れ
ま
し
た

新
青
森
県
最
低
賃
金

囗

額

四
。
六
二
九
円

時
間
額

五
七
九
円

最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
最
低
賃

金
よ
り
低
い
賃
全
て
労
働
者
を
働

か
せ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
た
も

の
で
す
。

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
、
産
業

別
最
低
賃
金
（
四
業
種
）
が
適
用

さ
れ
る
労
働
者
を
除
き
、
県
内
で

慟
く
す
べ
て
の
労
働
者
（
正
職
員
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
ア
ル
バ

イ
ト
）
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

青
森
労
働
基
準
局
賃
金
課

昔
０
１
７
７
⑩
４
１
１
１

ノ むっ科学技術館 ’９７秋の特別展ト

ラ
・

ビ レ ッ ト 展

ラ・ビレットとはフランスのパリにある
世 界最大級の科学館です。フランスの科

＼ こ学技術文化を世界に発信する基地と！こご
してっくられました。

ごｒ二／

期間／１０月２６日（日）～１１月９日（日）

期間／１１月７日（金）～１１月９日（日）

む つ 科 学 技 術 館

ＭＵＴＵ ＳＣＩＥＮＣＥ ＭＵＳＥＵＭ

むっ市関根字北関根６９３番地

００１７５（２５）２０９１・ＦＡＸ（２５）２０９２



菌

の

教

育

ロ

ー

・ン

ご
存
じ
で
す
か

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
進
学
並

び
に
在
学
中
の
子
供
を
お
持
ち
の

家
庭
を
対
象
に
、
高
校
、
短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
な
ど
へ
進
学
す

る
際
に
必
要
な
資
金
お
よ
び
在
学

中
に
必
要
な
資
金
を
長
期
・
低
利

で
融
資
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

高
校
、短
大
、大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学

さ
れ
る
方
の
保
護
者

○
融
資
額

学
生
一
、人
に
一
五
〇
万
円
以
内

○
利

率

年
一
丁

七
％
（
固
定
）

○
返
済
期
間

八
年
以
内

○
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内

○
保

証

卸
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
保
証
人

○
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
月
増
額
返
済
、
ス
テ
ッ
プ
返

済
も
可
能
）

○
問
い
合
せ
先

国
民
金
融
公
庫
青
森
支
店

ａ

０
１
７
７
⑩
２
３
３
１

年

金

を

う

け

て

い

る

方

亡
く
な
っ
た
と
き

遺
族
の
方
は
「
年
金
受
給
権
者

死
亡
者
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
で
す
。

年
金
は
六
回
、
二
ヶ
月
毎
に
自
動

的
に
受
給
者
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
た
り
、
郵
便
局
に
送
金
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡

届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を

多
く
受
け
取
り
過
ぎ
て
、
後
で
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

死
亡
届

に
は
年
金
証
書

の
ほ

か
、
死
亡
診
断
書
な
ど
、
死
亡
の

事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。

亡
く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
遺
族
が
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
請
求
で
き
る
の

は
、
①
配
偶
者
②
千
③
父
母
④
孫

⑤
祖
父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
で
、

順
位
も
こ
の
と
お
り
で
す
。
た
だ

し
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
方
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
の
で
、
そ
の
こ

と
を
証
明
で
き
る
書
類
と
戸
籍
謄

本
を
添
え
て
「
未
支
給
年
金
・
保

険
給
付
請
求
書
」
を
市
町
村
役
場

ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

磯谷中 バドミントン部

女
子
団
体

優

勝

男
子
個
人
戦

複
一
位｛

福
田

智
彦

千
船

外
史

一
位一

新
田

敏
幸

一
位

松
本

正
弘

女
子
個
人
戦

一
位｛

横
浜
か
お
り

二
位

佐
々
木
宏
子

二
位

横
浜

ゆ
か
り

複
三
位

新
田

宏
美

福
田
奈
津
子

女
子
団
体

男
子
個
人
戦

優

勝

単
五
位

菊
池

一
春

男
子
団
体

女
子
個
人
戦

準
優
勝

単
三
位

山
本

佳
子



満１鑞おめでとうＸ！

船

越

淳

基

ち
ゃ
八

二

孝
・
若
子
）
大
佐
井

宮

木

和

也

ち
ゃ
八

（
利
文
・
優
子
）
大
佐
井

宮

木

美

空

ち
ゃ
九

（
勝
夫
・
由
美
）
矢

越

ケビンハウスの申込みについて

ケビンハウスの申込みがつぎのと

おりになります。お盆の時期などは
大変込み合いますので注意してくだ

さい。

【申込期間】
・１月１５日までの予約φ随時受付け

・１月１６日からの予約φ１月４日
から受付け

【申込方法】
・観光協会窓口へ行くか電話で申込

みし、内金として３千円納入して

ください。内金が納入されないと
申込みが成立しませんので注意し
てください。キャンセルしても返

金しません。
【申込先】
・佐井村観光協会 容 ⑩４５１５

戸籍の窓口
１０月１５日現在

○お誕生おめでとう

長 島 雄 犬（幸 雄）大佐井

○ご結婚おめでとう

（荒 川 一 古佐井

三 國 良 子 むつ市

○おくやみ申し上げます

山 本 定 吉（ミチヱ）古佐井

加 藤 かんこ（秀 夫）原 田

田 中 きくゑ（義 一）福 浦

寺 嶋 清 吉（キ ヤ）古佐井

田 中 よ の（勝 美）福 浦

※個人のプライバシーを尊重する意
味で、掲載して欲しくない方は届

出の際、係に申し出て下さい。

佐井村の人口 ９月３０日現在

（前月比）

男 １ ，６ ５ ６ （

女 １ ，６ ７ ３ （

計 ３ ，３ ２ ９ （－１１）

世 帯 数 １ ，１ １４ （－ ｌ ）
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